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旧清水町の職員として 40 年近くにわたり行政事務に携
わり、昭和 62 年 12 月からは清水町助役に就任（2 期 8 年）
し、長きにわたり地方自治の発展に貢献したとして、瑞宝
双光章を受章されました。

有田川町の小中学校で数多くの教育に携わり、和歌山県
の教育の発展充実に尽くしたとして、瑞宝双光章を受章さ
れました。

６月 17 日（日）、有田鉄道旧御霊駅で絵本作家のよしな
がこうたく先生を招き、ライブペイントを行いました。当
日は、よしなが先生の人気
作「給食番長」にちなんだ
カレーが振舞われました。

完成した絵は、旧御霊駅
舎でご覧いただけます。

駅舎がキャンバスに
よしながこうたく先生ライブペイント

瑞宝双光章 受章 瑞宝双光章 受章
後安 治 さん（市場）小向 晃夫 さん（清水）

ま ち の わ だ い

給食番長も登場！▶

2広報ありだがわ　2018.7広報ありだがわ　2018.7

6 月 13 日の任期満了をもって、合併当初から副町長を
勤められた山﨑博司氏が退任されました。

7 月 1 日から 4 年間、後任として前和歌山県文化学術
課副課長の坂頭徳彦氏が就任されます。

山﨑博司氏
副町長退任へ

（写真中央）＝山﨑博司 氏



６月５日（火）、和歌山県消防学校で開催された「第 47
回和歌山県消防救助技術会」で、吉備金屋消防署の小林消
防士と玉川消防士が、「ロープ応用登はん」の部で優勝し
ました。ロープ応用登はんとは、２人１組で協力し搭上か
ら垂らされた 15 メートルのロープを登るタイムを競う競
技です。

タイムは 10 秒 21 で、全国大会の切符を手にしました。
小林消防士・玉川消防士は、8 月 24 日（金）に京都市

で開催予定の、予選を勝ち抜いた精鋭 1,000 人の救助隊
員が参加する「第 47 回全国消防救助技術大会」に出場し、
磨き上げた救助技術を競います。

消防救助
全国大会出場が決定

和歌山県大会で優勝！

場所 ／ 金屋大橋東詰 特設会場
時間 ／ 18時～21時ごろ

　7月15日（日）、「第10回かなや納涼おしゃるきま
つり」を開催します！
　地元グループの踊りや吹奏楽・太鼓の演奏に
加え、「颯花天翔」による玩具花火を一斉に打ち
上げる創作花火はここだけでしか見られません！
また、たくさんの露店に加え、地元商店街などによ
る模擬店も行います。
　約1,000発の打上花火を眺めながら、初夏の夜
の爽やかなひとときを過ごしませんか？

プログラム・駐車場の位置などは
町ホームページでご確認ください。

問おしゃるきまつり実行委員会（金屋庁舎商工観光課内）

第
十
回
か
な
や
納
涼

7月15日（日）開催

そう　か　てん　しょう
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広報ありだがわ平成 30 年 6 月号（150 号）についておわびと訂正
５頁の「自衛官募集相談員委嘱」の記事において、戸上さんの氏名に誤り

がありました。正しくは「戸上恭仁さん」です。
ここに訂正しておわび申し上げます。
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平成 29 年度
下半期 有田川町の財政事情

この財政事情は、条例に基づき町民の皆さまに現状をお知らせし、町財政の実態に
ついてご理解いただくため平成 29 年度の各会計の予算額と平成 30 年 3 月 31 日現在
の執行済額についての状況を公表します。

歳　 入　 科　 目 29 年度予算額 収 入 済 額 執行率（％） 前年度予算額 前年比増減額

町税 29 億 8,888 万円 29 億 2,354 万円 97.8% 29 億 3,921 万円 4,967 万円
地方譲与税 1 億 5,225 万円 1 億 5,225 万円 100 .0% 1 億 5,285 万円 ▲ 60 万円
利子割交付金 873 万円 873 万円 100 .0% 573 万円 300 万円
配当割交付金 1,933 万円 1,933 万円 100 .0% 1,411 万円 522 万円
株式等譲渡所得割交付金 1,886 万円 1,886 万円 100 .0% 705 万円 1,181 万円
地方消費税交付金 4 億 4,055 万円 4 億 4,055 万円 100 .0% 4 億 1,758 万円 2,297 万円
ゴルフ場利用税交付金 3,000 万円 3,006 万円 100 .2% 3,213 万円 ▲ 213 万円
自動車取得税交付金 4,710 万円 4,710 万円 100 .0% 3,204 万円 1,506 万円
地方特例交付金 1,478 万円 1,478 万円 100 .0% 1,277 万円 201 万円
地方交付税 66 億 7,303 万円 66 億 7,303 万円 100 .0% 67 億 3,270 万円 ▲ 5 ,967 万円
交通安全対策特別交付金 285 万円 285 万円 100 .0% 317 万円 ▲ 32 万円
分担金および負担金 1 億 7,672 万円 1 億 7,109 万円 96.8% 1 億 6,111 万円 1,561 万円
使用料および手数料 1 億 3,503 万円 9,942 万円 73.6% 1 億 3,355 万円 148 万円
国庫支出金 11 億 3,201 万円 10 億 5,137 万円 92.9% 11 億 4,168 万円 ▲ 967 万円
県支出金 12 億 5,346 万円 6 億 875 万円 48.6% 19 億 7,040 万円 ▲ 7 億 1,694 万円
財産収入 3,596 万円 3,592 万円 99.9% 3,366 万円 230 万円
寄附金 3 億　72 万円 2 億 9,004 万円 96.4% 1 億 7,779 万円 1 億 2,293 万円
繰入金 2 億 6,131 万円 2,117 万円 8.1% 2 億 3,124 万円 3,007 万円
繰越金 3 億 9,156 万円 3 億 9,156 万円 100 .0% 6 億 215 万円 ▲ 2 億 1,059 万円
諸収入 2 億 4,626 万円 2 億 862 万円 84.7% 2 億 3,002 万円 1,624 万円
町債 12 億 8,170 万円 4 億 9,510 万円 38.6% 18 億 8,490 万円 ▲ 6 億 320 万円

合　　　計 156 億 1,109 万円 137 億 412 万円 87.8% 169 億 1,584 万円 ▲ 13 億475 万円

歳　出　科　目 29 年度予算額 支 出 済 額 執行率（％） 前年度予算額 前年比増減額

議会費 1 億 719 万円 1 億 673 万円 99 .6% 1 億 787 万円 ▲ 68 万円
総務費 14 億 6,774 万円 12 億 4 ,110 万円 84 .6% 18 億 5 ,072 万円 ▲ 3 億 8 ,298 万円
民生費 38 億 7,353 万円 26 億 8 ,866 万円 69 .4% 40 億 3 ,616 万円 ▲ 1 億 6 ,263 万円
衛生費 11 億 2,735 万円 7 億 8,376 万円 69 .5% 11 億 2 ,447 万円 288 万円
労働費 3,039 万円 2,390 万円 78 .6% 3 ,268 万円 ▲ 229 万円
農林水産業費 14 億 4,195 万円 8 億 9,812 万円 62 .3% 21 億 1 ,464 万円 ▲ 6 億 7 ,269 万円
商工費 1 億 8,902 万円 1 億 6,008 万円 84 .7% 1 億 8,271 万円 631 万円
土木費 13 億 7,181 万円 7 億 2,171 万円 52 .6% 13 億 5 ,430 万円 1,751 万円
消防費 7 億 3,689 万円 6 億 8,687 万円 93 .2% 7 億 9,277 万円 ▲ 5 ,588 万円
教育費 11 億 8,261 万円 10 億 3 ,606 万円 87 .6% 12 億 4 ,383 万円 ▲ 6 ,122 万円
災害復旧費 2 億 4,837 万円 7,118 万円 28 .7% 9 ,990 万円 1 億 4,847 万円
公債費 27 億 3,841 万円 21 億 9 ,093 万円 80 .0% 25 億 9 ,565 万円 1 億 4,276 万円
諸支出金 8 億 6,359 万円 2,554 万円 3 .0% 11 億 4 ,177 万円 ▲ 2 億 7 ,818 万円
予備費 2 億 3,224 万円 0 万円 0 .0% 2 億 3,837 万円 ▲ 613 万円

合　　　計 156 億 1,109 万円 106 億 3 ,464 万円 68 .1% 169 億 1 ,584 万円 ▲ 13 億475 万円
※上記の予算額には、前年度からの繰越事業分も含まれています。

※▲はマイナス（−）であることを示します。

　一般会計の予算執行状況　

お問い合わせ
吉備庁舎
財務課

29 年度予算額は、前年度予算額と比較して約 13 億円の減額となりました。
減額となった主な要因は、民生費のうち臨時福祉給付金支給事業の減、総務費のうち金屋文化保健センター大

規模改修事業および農林水産業費のうち強い農業づくり交付金事業が 28 年度で終了したことによるものです。

平成29年度
一般会計の
特 徴
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◇基金と地方債（借入金）の状況◇
平成 30 年 3 月末での町全体の基金現在高

は 132 億 1,377 万円となり、前年度より 8
億 9,126 万円の増額となりました。

その中でも減債基金が 7 億 8,323 万円の増
額、合併地域振興基金が 8,968 万円の増額と
なりました。

また、地方債の借入現在高については、
333 億 7,864 万円で、前年度より 5 億 5,080
万円の減額となりました。全会計の中で公共
下水道事業特別会計が公共下水道整備により
増額となりましたが、それ以外の会計で減額
となりました。

一般会計では、新規借入により合併特例事
業債および全国防災事業債が増額となりまし
たが、それ以外の地方債は償還終了などによっ
て減額となりました。

　特別会計の予算執行状況　

会　 計　 区　 分 29 年度予算額 収入済額 収入執行率（％） 支出済額 支出執行率（％）
国民健康保険事業特別会計 42 億 7,420 万円 38 億 1 ,561 万円 89 .3% 39 億 196 万円 91 .3%
後期高齢者医療特別会計 7 億 4,699 万円 3 億 4,429 万円 46 .1% 6 億 9,979 万円 93 .7%
介護保険事業特別会計 31 億 1,092 万円 25 億 216 万円 80 .4% 27 億 8 ,326 万円 89 .5%
簡易水道事業特別会計 7 億 4,110 万円 2 億 6,631 万円 35 .9% 6 億 7,214 万円 90 .7%
農業集落排水事業特別会計 2 億 8,545 万円 4,908 万円 17 .2% 2 億 5,148 万円 88 .1%
簡易排水事業特別会計 171 万円 81 万円 47 .4% 156 万円 91 .2%
浄化槽事業特別会計 858 万円 415 万円 48 .4% 569 万円 66 .3%
かなや明恵峡温泉特別会計 6,855 万円 6,393 万円 93 .3% 6 ,690 万円 97 .6%
特別養護老人ホーム等事業特別会計 223 万円 31 万円 13 .9% 31 万円 13 .9%
公共下水道事業特別会計 19 億 2,768 万円 6 億 2,678 万円 32 .5% 12 億 4 ,654 万円 64 .7%
岩倉財産区管理会特別会計 6 万円 0 万円 0 .0% 0 万円 0 .0%
粟生財産区管理会特別会計 19 万円 32 万円 168 .4% 0 万円 0 .0%
城山山林財産区管理会特別会計 192 万円 192 万円 100 .0% 0 万円 0 .0%
八幡山林財産区管理会特別会計 86 万円 88 万円 102 .3% 71 万円 82 .6%
安諦山林財産区管理会特別会計 11 万円 11 万円 100 .0% 0 万円 0 .0%

合　　　計 111 億 7 ,055 万円 76 億 7 ,666 万円 68 .7% 96 億 3 ,034 万円 86 .2%
収支不足については、基金より一時的に繰入して資金運用しています。

　基金（貯金）の状況　

区　　分 基金現在高
財 政 調 整 基 金 4 0 億 8 , 2 2 0 万 円 　
減 債 基 金 1 6 億 4 , 6 4 7 万 円 　
そ の 他 特 定 目 的 基 金 7 4 億 8 , 5 1 0 万 円 　

合　　　計 132 億 1 , 3 7 7 万円　

　地方債および一時借入金の状況　

会　計　区　分 借入現在高
一 　 般 　 会 　 計 2 0 8 億 7 , 9 8 4 万 円 　
簡易水道事業特別会計 2 6 億 3 , 3 5 4 万 円 　
農業集落排水事業特別会計 1 4 億 7 , 4 9 9 万 円 　
簡易排水事業特別会計 5 1 0 万 円 　
浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 3 , 1 0 1 万 円 　
公共下水道事業特別会計 7 7 億 4 , 5 6 0 万 円 　
水 道 事 業 会 計 6 億 8 5 6 万 円 　

合　　　計 333 億 7 , 8 6 4 万円　
一時借入金（一般会計及び特別会計） 0 千円　

区　分 収入予算額 収入済額 収入執行率（％） 支出予算額 支出済額 支出執行率（％）
水道事業会計
（収益的） 4 億 8,011 万円 4 億 9,600 万円 103 .3% 4 億 1,822 万円 3 億 6,183 万円 86 .5%

水道事業会計
（資本的） 3 億 5,366 万円 2 億 4,961 万円 70 .6% 4 億 9,953 万円 4 億 1,508 万円 83 .1%

　公営企業会計の予算執行状況　

一般会計予算を一人当たりに換算すると…
町 税 負 担 額 1 万 1 , 1 5 1 円
一 人 当 た り に 使 わ れ る お 金 5 万 8 , 2 4 2 円
町 債 残 高 7 7 万 8 , 9 8 2 円
住民基本台帳人口（平成30年 3月末現在） 2 万 6 , 8 0 4 人



6広報ありだがわ　2018.7広報ありだがわ　2018.7

住民課からのお知らせ
問 吉備庁舎住民課

小
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
を
、
９
月
１
日
か
ら
高
校
生
世
代

に
も
適
用
し
ま
す
。

こ
の
制
度
拡
大
に
よ
り
、
町
内
在
住
の
18
歳
ま
で

の
人
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
人
）の
医
療
費
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
婚
姻
し
て
い
る
人
な
ど
は
除
く
。

●
申
請
手
続
き

対
象
と
な
る
高
校
生
世
代
の
お
子
さ
ま
（
平
成

12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
人
）
が
い
る
ご
家
庭
に
は
、
６
月
下
旬

に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

同
封
の
案
内
で
記
入
方
法
・
必
要
な
物
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
申
請
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
他
の
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
で
医
療
費
が
全
額

助
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
の
で
、

手
続
き
は
不
要
で
す
。

●
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
の
差
し
替
え

現
在
、
中
学
校
卒
業
ま
で
有
効
の
受
給
資
格
証

を
お
持
ち
の
人
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
終
了
年

の
３
月
に
、
新
た
な
受
給
資
格
証
を
送
付
予
定
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
、
現
在
お
持
ち
の
受
給
資
格
証

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

対
象
年
齢
拡
大

各
種
受
給
者
証
・
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
！

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」

な
ど
の
更
新
申
請
手
続
き

有
効
期
限
が
７
月
31
日
に
な
っ
て
い
る
次
の

認
定
証
は
、そ
れ
ぞ
れ
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

所
得
の
変
動
や
世
帯
構
成
の
変
更
な
ど
で
、
７

月
ま
で
該
当
し
て
い
て
も
、
８
月
以
降
は
該
当
し

な
い
場
合
や
、
現
在
該
当
し
て
い
な
く
て
も
、
８

月
以
降
に
該
当
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
対
象
者

◦
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
／
町
県
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
人

◦
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
／
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
75
歳

未
満
の
人

●
申
請

◦
申
請
時
期
／
７
月
25
日（
水
）
以
降

◦
手
続
き
に
必
要
な
物
／
印
鑑
・
保
険
証

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」の
更
新

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限

が
７
月
31
日
に
切
れ
ま
す
の
で
、
７
月
下
旬
に
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
交
付
し
ま
す
。
８
月

か
ら
は
必
ず
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
広
域
化

に
伴
い
、
各
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合

70
歳
か
ら
、
医
療
機
関
な
ど
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
一
部
負
担
金
の
割
合
が

・
現
役
並
み
所
得
者
…
３
割

・
そ
の
他
の
人
…
２
割（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４

月
１
日
以
前
の
人
は
１
割
）

と
な
り
ま
す
。
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
受
給
者

証
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
の

更
新
手
続
き

満
67
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
で
、
次
の
①
～

⑤
の
全
て
の
用
件
を
満
た
す
人
を
対
象
に
し
た
医

療
費
の
助
成
制
度
で
す
。
所
得
や
資
産
の
保
有
状

況
は
毎
年
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
更
新
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
事
前

に
案
内
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
資
格
の
適
用
が

遅
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
受
給
要
件

①
世
帯
全
員
の
町
県
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
収
入
の
合
計
が
、
次
の
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と（
遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金
な
ど
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あ
ら
ゆ
る
収
入
を
含
む
）。

・
１
人　

１
０
０
万
円

・
２
人　

１
４
０
万
円

・
３
人　

１
８
０
万
円

（
以
後
１
人
増
え
る
ご
と
に
40
万
円
加
算
）

③
預
貯
金
・
国
債
・
株
式
な
ど
が
、
３
５
０
万
円

×
世
帯
人
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
現
在
お
住
ま
い
の
土
地
・
家
屋
以
外
の
活
用
で

き
る
資
産（
田
畑
山
林
な
ど
直
ち
に
処
分
が
難

し
い
も
の
は
除
く
）
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
世
帯
以
外
の
人
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
。

※
受
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
現

在
受
給
し
て
い
な
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
証
」

「
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医
療
費

受
給
者
証
」
の
更
新
手
続
き

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
７
月
31
日（
火
）

で
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月
以
降
の
新
し
い
受
給

者
証
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
、
事
前
に
案
内
と
申
請

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

●
更
新
手
続
き
時
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書　

②
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証（
対

象
者
全
員
分
）　

③
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証

８
月
か
ら
70
歳
以
上
の
人
の

高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
上
減
額
が
変
わ
り
ま
す

・表中の【　】内は、過去１年間に４回以上発生した場合の、４回目以降の上限額です。
・（※ 1）8 月から翌年 7 月までの 1 年間の自己負担上限額があります。
・（※ 2）本年 8 月から「限度額適用認定証」の提示で自己負担上限額までとなります。

平成 30 年 7 月まで

所得区分
自己負担上限額

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 5 万 7,600 円
8 万 100 円＋ 

（医療費の総額―26 万 7,000 円）× 1％ 
【4 万 4,400 円】

一般 1 万 4,000 円 5 万 7,600 円 
【4 万 4,400 円】

低所得　1
8,000 円

2 万 4,600 円
低所得　2 1 万 5,000 円

平成 30 年 8 月から

所得区分
自己負担上限額

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

課税所得 690 万円以上 25 万 2,600 円＋（医療費の総額―84 万 2,000 円）× 1％ 
【14 万 100 円】

課税所得 380 万円以上※ 2 16 万 7,400 円＋（医療費の総額―55 万 8,000 円）× 1％ 
 【9 万 3,000 円】

課税所得 145 万円以上※ 2  8 万 100 円＋（医療費の総額―26 万 7,000 円× 1％ 
【4 万 4,400 円】

一般
1 万 8,000 円 

（年間上限額 14 万
4,000 円）※ 1

5 万 7,600 円 
【4 万 4,400 円】

低所得　1
8,000 円

2 万 4,600 円
低所得　2 1 万 5,000 円



負
担
割
合
証
の
更
新
時
期
と
な
っ
た
の

で
、
更
新
と
な
っ
た
負
担
割
合
証
（
ピ
ン

ク
）
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

要
介
護
（
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
、
更
新
と
な
っ

た
１
割
、
２
割
ま
た
は
３
割
と
記
載
さ
れ

た
負
担
割
合
証
を
お
持
ち
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

有
効
期
間
は
、
当
該
年
度
の
８
月
１

日
か
ら
翌
年
度
の
７
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
で
す
。

毎
年
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
な
ど
に

よ
り
判
断
さ
れ
、
更
新
さ
れ
ま
す
。

２
割
お
よ
び
３
割
の
利
用
者
負
担
と
な

る
の
は
、
基
準
以
上
の
所
得
を
有
す
る
本

人
の
み
で
す
。

同
一
世
帯
で
自
分
以
外
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
人
が
い
て
も
、
そ
の
人
自

身
の
所
得
が
基
準
以
上
で
な
け
れ
ば
、
そ

の
人
は
２
割
ま
た
は
３
割
の
利
用
者
負
担

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
２
割
お
よ
び
３
割
の
利
用
者
負

担
と
な
っ
た
人
で
あ
っ
て
も
、
月
額
の
利

用
者
負
担
に
上
限
額
が
あ
る
た
め
、
申
請

に
よ
っ
て
、上
限
額
を
超
え
た
金
額
が「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
後
で
払
い

戻
さ
れ
ま
す
。

※
負
担
割
合
の
変
更
が
あ
る
と
き

・
所
得
更
生
が
あ
っ
た
と
き

・
転
出
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
一
世
帯

の
１
号
被
保
険
者
数
に
増
減
が
あ
っ

た
と
き
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介護保険
に関するお知らせ

問金屋庁舎長寿支援課

●「合計所得金額」とは
　収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控除や医療費
控除などの所得控除をする前の金額です。なお、平成 30 年 8 月から「合計所得金額
から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額」を控除した金額を用います。

介
護
保
険

負
担
割
合
証
の

送
付（
更
新
）

利用者負担 
（負担割合証に記載） 対　象　者

3 割

下記の①②の両方に該当する人。 
　①本人の合計所得金額が 220 万円以上 
　②同じ世帯にいる 65 歳以上の人の 
　　「年金収入＋その他の合計所得金額」が 
　　　・単身世帯の場合、340 万円以上 
　　　・2 人以上の世帯の場合、463 万円以上

2 割

上記以外の人で、下記の①②の両方に該当する人。 
　①本人の合計所得金額が 160 万円以上 
　②同じ世帯にいる 65 歳以上の人の 
　　「年金収入＋その他の合計所得金額」が 
　　　・単身世帯の場合、280 万円以上 
　　　・2 人以上の世帯の場合、346 万円以上

1 割 上記（利用者負担が 3 割・2 割）以外の人。
40 〜 64 歳の人（2 号被保険者）。

介護保険
に関するお知らせ



介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人

が
納
め
る
保
険
料
と
、
国
・
県
・
町
の
負

担
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
な
ど
か
ら

算
出
さ
れ
る
基
準
額
を
基
に
、
皆
さ
ま
の

所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
別
徴
収
以
外
の
人
（
普
通
徴
収
の

人
）
は
、
町
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
や
口

座
振
替
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
皆
さ
ま
へ

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料
は
３
年

に
１
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
基
準
額
が
月

額
６
，２
０
０
円
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
30
年
度
４
月
期
・
６
月
期
の
介

護
保
険
料
は
、
前
年
度
の
２
月
期
と
同
じ

金
額
（
基
準
額
５
，
７
０
０
円
で
計
算
さ

れ
た
額
）
で
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

町
民
税
の
課
税
状
況
が
６
月
中
に
確

定
す
る
た
め
、
そ
れ
以
降
に
平
成
30
年
度

の
介
護
保
険
料
の
本
算
定
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保
険
料
の

基
準
額
を
月
額
６
，２
０
０
円
で
再
計
算

す
る
た
め
、
４
月
期
・
６
月
期
の
差
額
分

が
８
月
期
の
介
護
保
険
料
に
上
乗
せ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
８
月
期
の
介
護
保

険
料
が
大
幅
に
上
昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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介
護
保
険
料
が

変
わ
り
ま
し
た

段　階 計算基礎 対　象　者
介護保険料

月　額 年　額

第 1 段階 基準額× 0.45

・生活保護を受けている人 
・老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の人 
・住民税非課税世帯で 
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人

2,790 円 3 万 3,480 円

第 2 段階 基準額× 0.75
住民税非課税世帯で 
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 
80 万円を超えて 120 万円以下の人

4,650 円 5 万 5,800 円

第 3 段階 基準額× 0.75
住民税非課税世帯で 
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 120 万円を超える人

4,650 円 5 万 5,800 円

第 4 段階 基準額× 0.90
本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者が居る場合、 
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 80 万円以下の人

5,580 円 6 万 6,960 円

第 5 段階 基準額
本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者が居る場合、 
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 80 万円を超える人

6,200 円 7 万 4,400 円

第 6 段階 基準額× 1.20
本人が住民税課税者で、 
前年の合計所得金額が 120 万円未満の人

7,440 円 8 万 9,280 円

第 7 段階 基準額× 1.30
本人が住民税課税者で、 
前年の合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満の人

8,060 円 9 万 6,720 円

第 8 段階 基準額× 1.50
本人が住民税課税者で、 
前年の合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満の人

9,300 円 11 万 1,600 円

第 9 段階 基準額× 1.70
本人が住民税課税者で、 
前年の合計所得金額が 300 万円以上の人

1 万 540 円 12 万 6,480 円

介護保険料は３年に１度見直しが行われます

平成 27 〜 29 年度の介護保険料の基準額
5,700 円（月額）

平成 30 〜 32 年度の介護保険料の基準額
6,200 円（月額）
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健康みちしるべ

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約）   9:30～ 11:30
13:30～ 16:30

子育て相談・ほっとルーム
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00～ 11:00

13:30～ 16:30

あそびのひろば
◆第１・３金曜日…０～１歳半  10:00～11:30（9:30受付開始）◆第２・４金曜日…１歳半～就学前  14:00～15:00（13:30受付開始）◆第５金曜日…お休み 

「たまてばこ」さんの
絵本の読み聞かせ

奇数月の第1金曜日（午前中）…0～1歳半
偶数月の第2金曜日（午前中）…1歳半～就学前

にこにこひろば
◆第４水曜日（7月25日）　10:00～11:00
　※9:30受け付け開始　　※受け付け後、10:00まで自由あそび
◆場所…金屋文化保健センター
◆内容…水に浮かべて遊ぼう！

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎090−7966−1697・52−5474［FAX兼用］

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て支援センターだより

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
今
の
時
季

は
、
上
手
に
発
汗
で
き
な
い
た
め
に
熱
中

症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
梅

雨
明
け
の
、
急
に
蒸
し
暑
く
な
っ
た
日
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。
例
年
、
梅
雨
明
け

の
７
月
上
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
熱
中
症
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

一
緒
に
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
と
は

高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、体

温
調
節
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、

体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

熱
中
症
の
症
状
は
、
め
ま
い
、
手
足
の

減
り
、
脱
水
状
態
に
な
り
や
す
く
、
暑
さ

や
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
。

1
日
1
回
汗
を
か
く
程
度
の
運
動
を
し

て
体
力
を
つ
け
、
喉
が
渇
か
な
く
て
も
水

分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も

子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
十
分
に
発

達
し
て
お
ら
ず
、
大
人
よ
り
体
温
が
上
が

り
や
す
い
で
す
。
子
ど
も
の
顔
色
や
汗
の

か
き
方
を
よ
く
観
察
し
、
水
分
摂
取
を
促

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
の
中
な
ど
の
高
温
に
な
り
や

す
い
場
所
で
は
、
乳
幼
児
を
一
人
に
し
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を

見
か
け
た
ら

・
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
エ
ア
コ
ン
が
効

い
て
い
る
室
内
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。
首
ま
わ
り
や
脇
の
下
、
足
の
つ
け

根
な
ど
の
太
い
血
管
が
あ
る
場
所
を
冷

や
す
と
効
果
的
で
す
。

・
冷
や
し
た
水
分
を
取
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
が
補
え
る
経
口
補

水
液
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
最
適
で

す
。

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
場
合
や
、
意
識

が
な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
！

し
び
れ
、
不
快
感
、
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
、
意
識
が

な
く
な
っ
た
り
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

●
暑
さ
を
避
け
る

室
内
で
は
、
扇
風
機
・
エ
ア
コ
ン
で
温

度
を
調
節
し
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
・
す
だ
れ
・

打
ち
水
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
に
は
、日
傘
の
利
用
や
帽
子
の

着
用
を
し
、日
陰
で
こ
ま
め
に
休
憩
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

服
装
は
、
通
気
性
が
よ
く
、
吸
湿
性
・

速
乾
性
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
水
分
を
補
給
す
る

炎
天
下
で
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
室
内

で
も
熱
中
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。
室
内

に
い
る
と
き
や
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
て
い

な
い
と
き
で
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
と
子
ど
も
の

熱
中
症
に
注
意

●
高
齢
者

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
体
内
の
水
分
量
が

2,788人
3,558人

18,671人

21,383人

4,012人

0人

5,000人

10,000人

15,000人

20,000人

5月 6月 7月 8月 9月

熱中症による救急搬送人数
（平成 28 年）（全国・月別）

「ちょっと困っていて、相談相手が
欲しいなあ」「親子の遊び場やお友だ
ちが欲しいな」。

そんな時はいつでもお気軽にご利用くだ
さいね。電話での相談もお受けしています。

子育てワンポイントアドバイス

ママの笑顔は子どもの栄養！
息抜き上手になりましょう

消防庁公表
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集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 2 日（月）
 8:00 ～ 9:00 石垣公民館
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

7 月 8 日（日）
 8:00 ～ 9:00 きびドーム
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

7 月 17 日（火）
 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター
 ※定員に達したため受け付け終了

7 月 22 日（日）
 8:00 ～ 9:00 城山西小学校体育館
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

8 月 4 日（土）
 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

8 月 26 日（日）
 8:00 ～ 9:00 きび保健福祉センター
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 4 日（水）・8 月 1 日（水）

■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 2 日（月）清水保健センター
7 月 5 日（木）金屋文化保健センター
7 月 12 日（木）金屋文化保健センター
7 月 19 日（木）金屋文化保健センター
7 月 26 日（木）金屋文化保健センター
8 月 2 日（木）金屋文化保健センター
8 月 6 日（月）清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診 ［平成 30 年 3 月生まれ］
　7 月 24 日（火） 13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診 ［平成 29 年 8 月生まれ］
　7 月  3 日（火） 12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診 ［平成 28 年 11 月生まれ］
　7 月 18 日（水） 12:45 ～ 13:00
2 歳児健診 ［平成 28 年 4 月生まれ］
　7 月 25 日（水） 12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診 ［平成 26 年 12 月生まれ］
　7 月 11 日（水） 12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

7 月 2 日（月）・8 月 6 日（月）

■場所／清水保健センター

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間
9:00～11:00

実施時間
9:00～11:00

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成30年5月）

加入者数 8,291 人

支払額 3 億 3,992 万円

1 人当たりの医療費
4 万 999 円

（前年同月　4 万 3,774 円）

29 年度 1 人当たりの医療費（月） 4 万 1,943 円

29 年度 1 人当たりの医療費（年） 50 万 3,319 円

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加

につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

集団検診は
事前に申し込みが必要です！
お申し込みは金屋庁舎健康推進課ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・医療保険の種類によっ
て受診できる内容が異なります。
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高齢者の暮らしを応援！

地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、介護予防な

どの相談に応じています。

直通（金屋庁舎）　　☎３２‐５１０２
　　（清水行政局）　☎２５‐１２６９

認ともミーティング開催
認ともミーティングとは、認知症の人が集い、本人

同士が主になって語り合い、これからのよりよい暮ら
しや、暮らしやすい地域のあり方を一緒に話し合う場
です。有田川町では、5月23日（水）、地域交流センター

（ALEC）で開催しました。
次回は 7 月 18 日（水）に湯浅町で開催予定です。

いつまでも元気に楽しく過ごす
ために、「やってみようかな」と思
うことや、「知りたいな」と思うこ
とを、参加者自身が計画し、“やっ
てみる”サークルです。

ぜひ、一緒に楽しい時間を過ご
しませんか？
※事前の申し込みは不要です。材

料費などは自己負担となります。

現在、町内では 70 カ所以上のグループが、毎週集まり、楽し
く体操をしています。

森田内科クリニック内の多目的室をお借りして、毎週火曜日
14 時から、40 分程度運動をするグループが５月からスタート
しました。参加者から「立ち上がりの動作がすごく効く」「筋が
伸びて気持ちいい！」などの声が上がっています。

町内在住の人ならどなたでもご参加いただけます。申し込み
不要。飲料水と上履きをご持参ください。

ロバつうしん
認知症キャラバン・メイト連絡会では、ロバのよう

にゆっくり着実に前進することを願って名付けた“ロ
バつうしん”を通して、地域の皆さまに「認知症サポー
ター養成講座」の様子や情報をお伝えします。多くの
皆さまの講座受講をお待ちしています！

▼５月 16 日（水）に開催した地域交流センター（ALEC）職員・オレ
ンジカフェ店員向けの認知症サポーター養成講座の様子

日　　時 場　　所 内　　容 備　　考
7 月 25 日（水）

13：00 ～ 15：00 鳥屋城公民館 「認知症予防の健康劇」 在宅保健師の会

8 月 22 日（水）
13：00 ～ 15：00 鳥屋城公民館 クラフト工作

持ち物 
　洗濯ばさみ（10 個） 
　はさみ 
　ボンド 
　千枚通し 
※材料費が必要

9 月 26 日（水）
13：00 ～ 15：00 鳥屋城公民館 クラフト工作 

毛糸の帽子制作
持ち物 
　毛糸 
　かぎ針

さわやかサークル（認知症予防サークル）に参加しませんか

百歳体操ニュースいき
いき
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

盆
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望
す

る
場
合
は
、
７
月
17
日（
火
）ま
で
に
、
左

記
の
し
尿
収
集
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
７
月
17
日（
火
）を
過
ぎ
る
と
、
盆
ま

で
に
く
み
取
り
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
収
集
業
務
は
８
月
12
日（
日
）
か
ら
８

月
19
日（
日
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

吉
備
・
金
屋
地
区

●
上
田
衛
生　

☎
５
２
‐
４
５
８
２

●（
有
）
武
田
清
掃　

☎
３
２
‐
２
３
９
１

清
水
地
区

●（
有
）
武
田
清
掃　

☎
３
２
‐
２
３
９
１

廃
棄
物
不
法
投
棄
対
策
の
強
化

和
歌
山
県
で
は
、
廃
棄
物
不
法
投
棄
対

策
と
し
て
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
お
よ
び
監

視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
そ
れ
を
周
知
す

る
こ
と
で
不
法
投
棄
の
抑
制
に
つ
な
げ
て

盆
前
の
「
し
尿
の
く
み
取
り
」

い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
不
法
投

棄
が
無
く
な
ら
な
い
た
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
新
規
に
小
型
監
視
カ
メ
ラ
を
導
入

し
、不
法
投
棄
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
内
で
は
、
９
月
か
ら
11
月
は

奥
地
区
に
、
12
月
か
ら
平
成
31
年
２
月
に

は
上
中
島
地
区
・
川
口
地
区
・
修
理
川
地

区
に
小
型
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
と

も
に
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
監

視
を
強
化
し
ま
す
。

小
型
監
視
カ
メ
ラ
で
得
た
情
報
は
、
廃

棄
物
不
法
投
棄
の
抑
制
、
発
見
し
た
場
合

の
指
導
な
ど
の
徹
底
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
そ
れ
以
外
に
用
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
監
視
体
制
や
啓
発
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
廃
棄
物
不
法

投
棄
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
品
質
管
理

皆
さ
ま
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
（
プ
ラ
ご
み
）
は
、
町
営
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
プ
ラ
ご
み
と
不
純
物
な
ど
に
選
別
さ

れ
、北
九
州
市
の
製
鉄
所
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
材
料
な
ど
に
再
生
さ
れ
ま
す
（
平
成

30
年
度
現
在
）。

製
鉄
所
に
送
ら
れ
る
プ
ラ
ご
み
の
品
質

は
、
再
資
源
化
さ
れ
る
際
の
効
率
や
、
再

資
源
化
製
品
の
品
質
に
関
わ
っ
て
く
る
た

め
、
そ
の
製
鉄
所
で
年
１
回
、
検
査
を
専

門
に
行
う
会
社
が
詳
し
く
検
査
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
検
査
は
４
月
26
日（
木
）

に
行
わ
れ
、
環
境
衛
生
課
職
員
が
立
ち
会

い
ま
し
た
。
検
査
は
大
き
な
シ
ー
ト
の
上

で
プ
ラ
ご
み
を
広
げ
、
数
人
の
作
業
員
が

念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

検
査
は
不
適
合
物
の
混
入
比
率
に
よ
り

評
価
さ
れ
、
低
評
価
が
続
く
と
プ
ラ
ご
み

の
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
の
検
査
成
績
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
絶
え
間
な
い
ご
み
分
別
努
力
の
結
果
、

品
質
評
価
で
最
優
秀
の
A
評
価
で
し
た
。

ま
た
、
危
険
物
の
混
入
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
成
績
が
今
後
も
継
続
で
き
る

よ
う
、
ご
み
の
分
別
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

廃棄物が散乱した不法投棄現場

不適合物がないか詳しく検査します

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

☎
５
２‐
２
1
1
1

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

プラごみから
不適合物として抽出されるもの
●汚れたプラスチック製容器包装
●ＰＥＴ製の容器
●プラスチック以外の容器包装
●事業系廃棄物
●医療系廃棄物
●危険物（ライター・カミソリ・乾電池など）
●二重袋
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夏
の
風
物
詩
、「
花
火
」。

気
軽
に
楽
し
め
る
花

火
も
、
取
り
扱
い
を
間

違
え
る
と
、
火
事
や
や

け
ど
な
ど
の
事
故
に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
過
去
に
は
「
花
火

か
ら
火
花
が
飛
び
散
り
、
足
に
や
け
ど
を

負
っ
た
」「
打
ち
上
げ
花
火
に
点
火
し
た

と
こ
ろ
、
逃
げ
る
間
も
な
く
爆
発
し
、
顔

面
に
や
け
ど
を
負
っ
た
」
な
ど
、
花
火
の

遊
び
方
を
間
違
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
事

故
が
多
数
あ
り
ま
す
。

花
火
は
楽
し
く
、
安
全
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

花
火
を
安
全
に
楽
し
む
方
法

・
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
と
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
が
周
り
に
な
く
、
広

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
9
件

救　
　

急
…
…
…
…
5
4
7
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
6
件

（
平
成
30
年
5
月
31
日
現
在
）

消
防
だ
よ
り

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　　

取り付けていますか？
住宅用火災警報器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 救急車の適正利用にご協力を！

く
て
安
全
な
場
所
を
選
び
、
風
の
強
い

日
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び
終
わ
っ
た

花
火
は
水
に
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

水
難
事
故
に
注
意

夏
は
水
辺
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
る
季
節

で
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、
安
全

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

・
川
の
地
形
は
複
雑
で
、
流
れ
が
速
く

な
っ
て
い
た
り
、
急
に
深
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
も
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
無

理
に
流
れ
に
さ
か

ら
わ
ず
、
安
全
な

と
こ
ろ
ま
で
流
さ

れ
る
よ
う
に
し
、

助
け
を
待
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
だ
け
で
の

水
泳
や
水
遊
び
は

し
な
い
。

・
保
護
者
は
常
に
子
ど
も
の
行
動
に
注
意

し
、
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は

１
１
９
番

１
１
９
番
は
、消

防
署
の
受
付
員
が
必

要
な
こ
と
を
順
に
尋

ね
ま
す
の
で
、慌
て

ず
、ゆ
っ
く
り
正
確
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
あ
な
た

に
煙
や
火
な
ど
の
危

険
が
迫
っ
て
い
る
場

合
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
は
、一
般
電
話
（
Ｉ
Ｐ
電
話
）

が
利
用
で
き
な
い
と
き
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
。
電
波
状
況
に
よ
り
、
途
中
で
電

話
が
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
救
急
車
は
必
要
な
い
が
、
病
院
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
場
合
に
は
、
病
院
照
会

「
和
歌
山
県
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
」（
☎

０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
24
時
間
体
制
で
案
内

し
て
い
ま
す
。

花
火
・
火
遊
び
に
よ
る

火
災
の
防
止

違
反
建
物
の
公
表
制
度
が

始
ま
り
ま
す

有
田
川
町
消
防
本
部
で
は
、
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
、
消
防
署
の
立

ち
入
り
検
査
で
判
明
し
た
消
防
法
令

に
違
反
し
て
い
る
建
物
の
う
ち
、
特

に
危
険
性
の
高
い
建
物
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
建
物
の
名
称
、

違
反
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

公
表
制
度
と
は

建
物
を
利
用
す
る
人
が
、
そ
の
建

物
の
危
険
性
を
理
解
し
、
利
用
の
判

断
が
で
き
る
よ
う
、
消
防
署
が
把
握

し
て
い
る
重
大
な
消
防
法
令
違
反
の

内
容
を
公
表
す
る
制
度
で
す
。

屋内消火栓
の未設置

スプリン
クラー

の未設置

自動火災
報知機

の未設置

検査結果
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春の行事

こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

１・２年生は有田
川町鉄道公園、３・
４年生は石垣尾神社、
５・６年生は ALEC 
などに行きました。

八幡中学校では、平成元年から続いている宿泊研修の行事
を行いました。今年は日高町比井小学校を出発し、途中柏ビー
チで昼食後、由良町白崎青少年の家までの１７km を、初夏の
風を感じながら歩きました。参加人数は、生徒３２人・職員
１０人・保護者５０人でした。今年は「一致団結～歩く理由はゴー
ルの先にある」のテーマのもと全員がルールを守り、自覚と責
任ある行動で歩ききりました。また、青少年の家では、レクレー
ションや食事・掃除、クラフト活動を通して上級生のリーダー
シップの育成や生徒相互の理解を深められました。今後の学校
生活で生かせるよう、実行委員会が中心となり計画しました。

石垣小学校

久野原小学校では、時々、全校体育（全校児童７
人）をしています。この日も、体力テストのシャト
ルランをみんなで行いました。上級生をお手本にし
て、下級生もよい記録が出せるように頑張りました。

また、休み時間には、みんなで何をして遊ぶか相
談し、ドッジボールやおにごっこなどをして、なか
よく遊んでいます。笑顔いっぱいの子どもたちです。

藤並小学校 6 年生は電車に乗って西広海岸へ行
きました。

グループごとに干潟にいる生き物を自由に観察し
ました。よく見るカニや貝類の他にも、珍しいアカ
エイや、アメフラシの卵なども見つけることができ
ました。また、環境アドバイザーの人に磯や海辺の
生き物の名前や特徴を教えていただきました。

鳥屋城小学校
遠足

藤並小学校
遠足

八幡中学校・校外体験学習

久野原小学校・体力テスト
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ちいさな駅美術館～Ponte del Sogno～

あべ弘士原画展
7/1（日）～7/31（火）

※最終日は 15 時で終了
あべ先生の
親子で楽しみたいおはなし会
日時／ 7月 1日（日）13時30分～
場所／ちいさな駅美術館
参加費／無料　　定員／先着50人
申し込み／ちいさな駅美術館で6月9日（土）から受け付け中
※定員に達し次第受け付け終了

7 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／ 7月 14日（土）10:30～（約30分間）
　場所／金屋図書館
　申し込み／不要　　参加費／無料
②日時／ 7月 14日（土）13:30～（約30分間）
　場所／ちいさな駅美術館
　申し込み／不要　　参加費／無料
■ブックラザ
①日時／ 7月 25日（水）10:30～（約1時間）
　場所／ちいさな駅美術館
　内容／手形アートを作ろう！
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着15組
　申し込み／不要　　参加費／無料
②日時／ 7月 26日（木）10:00～（約1時間）
　場所／金屋図書館
　内容／手形アートを作ろう！
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着20組
　申し込み／不要　　参加費／無料
■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 7月 10日（火）10:00～ 11:00
場所／金屋図書館
プログラム／夏のひととき
対象／４カ月児～２歳児
申し込み／不要　　参加費／無料

7 月の移動図書館
7/3（火） 小川小学校 13：00 〜 13：30
7/4（水） こころの医療センター 14：10 〜 14：30
7/6（金） 八幡小学校 13：00 〜 13：45
 西ケ峯小学校 15：25 〜 15：45
7/11（水） 安諦小学校 13：20 〜 13：30
 久野原小学校 14：15 〜 14：30
 しみず園 15：30 〜 16：00
7/12（木） 鳥屋城小学校 13：00 〜 13：30
7/18（水） こころの医療センター 14：10 〜 14：30
7/19（木） 石垣小学校 13：00 〜 13：30

※小学校は夏休み前のため　返却のみです。

新着図書案内
一　般　書

◎小説
小萩のかんざし………………………… 北村薫 // 著

じっと手を見る………………………… 窪美澄 // 著

新しきイヴの受難
…………… アンジェラ・カーター // 著　望月節子 // 訳

泣きかたをわすれていた…………… 落合恵子 // 著

ひと………………………………… 小野寺史宜 // 著

食堂メッシタ……………………… 山口恵以子 // 著

みなさんの爆弾………………… 朝比奈あすか // 著

さざなみのよる………………………… 木皿泉 // 著

三千円の使いかた…………………… 原田ひ香 // 著

放課後ひとり同盟………………… 小嶋陽太郎 // 著

地球にちりばめられて…………… 多和田葉子 // 著

バビロンの階段…………………… 蜂須賀敬明 // 著

◎料理
伝えていきたいわが家の保存食レシピ
……………………………………… 石原洋子 // 監修

果物と野菜のゼリー………………… 袴田尚弥 // 著

児　童　書
◎絵本
なくのかな………… 大島妙子 // 絵　内田麟太郎 // 作

うまはかける……… 山村浩二 // 絵　内田麟太郎 // 文

まんまるだあれ………いまもりみつひこ // 文・切り絵

ホットケーキのおうさま
…………………… 朝倉世界一 // 絵　二宮由紀子 // 文

7月12日（木）は有田川Library 全館、臨時休館日となります。

問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センター（ALEC） ☎ 52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788

図書館
だより
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人
権
だ
よ
り
　
151

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

５
月
８
日（
火
）、
人
権
機
関
有
田
川
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
重
点
テ
ー

マ
を
「
生
き
る
」
に
決
め
ま
し
た
。

近
年
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
係
機
器
が
普
及
し
、
以
前
に
比
べ
、
人

と
人
と
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
、
少
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
一
層
、
お
互
い
に
理
解
し
合
い
、

気
遣
い
合
い
、
認
め
合
い
、
み
ん
な
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
知
ら
せ

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
を
実
施

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
８
月
29
日（
水
）

～
９
月
４
日（
火
）　

●
時
間
／
平
日
８
時
30
分
～
19
時
、

　
　
　
　

土
日
10
時
～
17
時

●
電
話
番
号
／
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐

１
１
０
（
全
国
共
通
・
無
料
）

※
詳
細
は
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課　

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

（
☎
０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１
）ま
で
。

人
権
特
設
相
談
所

７
月
19
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
～
16
時

人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た

６
月
１
日（
金
）、
早
朝
か
ら
人
権
擁
護

委
員
の
皆
さ
ま
が
、
藤
並
駅
で
人
権
の
啓

発
活
動
と
、
学
校
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
平
成
30
年
で

70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
度
重
点
テ
ー
マ
「
生
き
る
」
に
決
定
！

人
権
講
演
会

「
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
、

　
　
　
生
き
て
、
生
か
さ
れ
て
…

～
あ
と
一
歩
前
へ

　
　
　
踏
み
出
し
た
い
あ
な
た
へ
～
」

●
日
時
／
７
月
22
日（
日
）13
時
30
分
開
演

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム

●
講
師
／
高
野
山
本
山
布
教
師

　
　
　
　

家
田
荘
子
氏
（
作
家
・
僧
侶
）

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要

で
す
。
整
理
券
は
７
月
５
日
（
木
）
か

ら
配
布
（
予
定
数
に
達
し
次
第
配
布
終

了
）。

※
整
理
券
配
布
場
所
／
金
屋
庁
舎
社
会
教

育
課・地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）・

き
び
ド
ー
ム
・
金
屋
図
書
館
・
清
水
図

書
室
・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
・
各

出
張
所

人権啓発標語を募集
●応募対象者／有田川町に在住、もしくは通勤・通

学している人
●募集内容／「生きる」をテーマにした標語
●応募方法／作品に氏名（ふりがな）・年齢・学校名

と学年（学生の場合）・住所・電話番号を記載して、
持参・郵送・ファクスのいずれかでご応募ください。

※応募は１人につき 1 作品です。
●応募先
　〒 643-0153　有田川町中井原 136-2
　有田川町教育委員会社会教育課内「人権機関有田

川事務局」宛
※ファクス　32-4827
●受付期間／ 7 月 9 日（月）〜 9 月 5 日（水）
●選考・賞／一般の部（高校生含む）・中学生の部・

小学生の部の３部門で若干数選考し、記念品を贈
呈します

●その他
・優秀作品については、広報紙への掲載、文化祭な

どでの展示、人権標語作品集の作成などで、啓発
に広く活用します。

・応募作品は未発表のものに限ります。
・作品の版権は主催者に帰属し、主催者が応募者の

承諾を得ず、啓発用教材などに使用する場合があ
ります。

・応募作品は原則として返却しません。
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お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 30 年 5 月 31 日現在）

人口 26,762 人

男 12,568 人

女 14,194 人

10,584 世帯

交通事故発生件数
（5月中、物損含む）

有田川町 48 件
死者 0人　負傷 5人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

税 

金

◆
◆
◆

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額

税
制
改
正
に
伴
い
、

今
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
の
医
療
分

に
つ
い
て
、
賦ふ

課か

限

度
額
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

医
療
費
の
賦
課
限

度
額
が
54
万
円
か
ら

58
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置
の
拡
大

の
た
め
、
今
年
度
か
ら
２
割
・
５
割
軽
減

の
判
定
基
準
所
得
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
世
帯
の
所
得
基
準
額
は
、

次
の
表
の
計
算
で
確
認
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
、
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
、
お
よ
び
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合

計
が
、
表
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ

た
基
準
額
を
下
回
れ
ば
、
課
税
す
る
均
等

割
・
平
等
割
が
該
当
す
る
割
合
の
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

軽
減
を
受
け
る
た
め
の
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
原
則
、
世
帯
の
対
象
者
全

員
の
所
得
申
告
な
ど
が
さ
れ
て
い
な
い
と

軽
減
判
定
が
で
き
な
い
た
め
、
未
申
告
者

が
１
人
で
も
い
る
と
、
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
収
入
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
所
得
申
告
が
必
要
で
す
。

７
月
31
日
の
有
効
期
限
満
了
に
伴
い
、
被

保
険
者
証（
保
険
証
）を
更
新
し
ま
す
。
新
し

い
保
険
証
は
水
色
で
す
。
７
月
中
旬
頃
か
ら

順
次
、簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
予
定
で
す
。

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

国民健康保険税の賦課限度額
　 平成 29 年度 平成 30 年度

医 療 分 54 万円 58 万円
支援金分 19 万円 19 万円
介 護 分 16 万円 16 万円
合 　 計 89 万円 93 万円

軽減割合 軽減判定基準額

２割
総所得金額の合計が
33 万円＋（国保被保険者数＋特定同一世帯所属者数）
× 50 万円　以下

５割
総所得金額の合計が
33 万円＋（国保被保険者数＋特定同一世帯所属者数）
× 27 万 5,000 円　以下

７割 総所得金額の合計が　33 万円　以下

※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療制度へ移行した人で、
　後期高齢者医療の被保険者となった後も世帯主が変わらず同一の世帯に
　属する人をいいます。

　  

後
期
高
齢

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
証
の
色
が
水
色
に

●〝
水
色
〟の
保
険
証
の
使
用
は
７
月
１
日
か
ら

今
回
お
届
け
す
る
保
険
証
が
届
く
ま
で

は
、
現
在
お
持
ち
の
〝
う
す
い
緑
〟
の
保

険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、〝
う

す
い
緑
〟
の
保
険
証
は
８
月
１
日
以
降
、

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
現
在
お
持
ち
の〝
う
す
い
緑
〟の
保
険
証
は

新
し
い
〝
水
色
〟
の
保
険
証
が
お
手
元

に
届
き
次
第
、〝
う
す
い
緑
〟の
保
険
証
は
、

吉
備
庁
舎
住
民
課
・
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ

福
祉
課
・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
に
お

越
し
の
際
に
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身

で
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、
住
所
・

指
名
な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
十

分
注
意
の
上
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

・
平
成
30
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
に

よ
り
、一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

・
住
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
の
被
保
険
者
の
い
る
世
帯
の
人
は
、

一
部
負
担
金
の
割
合
が
３
割
と
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
今
ま
で
１
割
負
担
だ
っ

た
人
が
３
割
負
担
に
変
更
と
な
る
場

合
、「
３
割
（
平
成
30
年
７
月
31
日
ま

で
は
１
割
）」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
住
民
課

広報ありだがわ平成 30 年 6 月号（150 号）についておわびと訂正
14 頁のまちのデータにおいて、女性の人口に誤りがありました。正しくは、14,199 人です。ここに訂正しておわび申し上げます。
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

国
民
年
金

◆
◆
◆

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は

「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た

と
き
の
障
害
者
年
金
の
受
給
資
格
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
平
成
30
年
度
の
申
請
書
の
受
け
付
け
は

７
月
２
日（
月
）
開
始

・
申
請
・
審
査
対
象
期
間
／
平
成
30
年
７

月
か
ら
２
０
１
９
年
６
月
。

・
平
成
29
年
度
以
前
の
国
民
年
金
保
険
料

未
納
期
間
に
つ
い
て
も
、
申
請
日
か
ら

２
年
１
カ
月
前
の
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
書
提
出
先
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
・

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政

局
住
民
福
祉
室
・
各
出
張
所
、
和
歌
山
西

年
金
事
務
所（
郵
送
可
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
通
知
カ
ー
ド
可
）

・
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
印
鑑

・
離
職
票（
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
て
申

請
す
る
場
合
）

●
免
除
・
猶
予
の
審
査

免
除
の
場
合
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
所
得
、
猶
予
の
場
合
は
、
本

人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
に
よ
り
審
査
さ

れ
ま
す
。

●
保
険
料
の
追
納

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
申
し
出
に
よ
り
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
追
納
す
る
対
象
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
金
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
住
民
課募 

集

◆
◆
◆

町
営
住
宅
入
居
予
定
者
募
集

●
申
込
受
付
期
間
／
７
月
17
日（
火
）
～
７

月
27
日（
金
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う
。

●
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
・
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸

数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清
水
行
政
局
建
設

環
境
室

平
成
30
年
度
各
種
目
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
受
付
期
間
／
年
間
を
通
じ
て

・
試
験
期
日
／
７
月
28
日（
土
）・
８
月
１

日（
水
）・
８
月
７
日（
火
）

・
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
者

●
一
般
曹
候
補
生

・
受
付
期
間
／
７
月
１
日（
日
）
～
９
月
７

日（
金
）

・
試
験
期
日
／
１
次　

９
月
21
日（
金
）
～

23
日（
日
）、
２
次　

10
月
12
日（
金
）・
13

日（
土
）

・
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
者

●
航
空
学
生

・
受
付
期
間
／
７
月
１
日（
日
）
～
９
月
７

日（
金
）

・
試
験
期
日
／
１
次　

９
月
17
日（
月
）、

２
次　

10
月
15
日（
月
）
～
21
日（
日
）

・
受
験
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、

海
上
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
者（
高
卒
者（
見
込
み
含
む
）
ま
た

は
高
専
３
年
次
修
了
者（
見
込
み
含
む
））、

航
空
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
18
歳
以
上
21
歳

未
満
の
者（
高
卒
者（
見
込
み
含
む
）
ま
た

は
高
専
３
年
次
修
了
者（
見
込
み
含
む
））

問
防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本

部
有
田
募
集
案
内
所（
有
田
市
宮
崎
町

１
０
６
‐
２
）　
☎
８
２
‐
６
６
３
１

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備　　考

粟生 粟生 213 番地 1 戸 1 万 2,800 円〜 2 万 1,400 円 昭和 62 年建築　木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ　床面積 66.1㎡

川合 川合 248 番地 2 1 戸 1 万 2,700 円〜 2 万 4,900 円 平成 3 年建築　木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ　床面積 67.9㎡

川合 川合 249 番地 1 1 戸 1 万 3,000 円〜 2 万 5,600 円 平成 4 年建築　木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ　床面積 69㎡

楠本 楠本 417 番地 1 戸 1 万 2,000 円〜 2 万 3,600 円 平成 1 年建築　木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ　床面積 65.2㎡

小原 清水 680 番地 1 戸 1 万 4,200 円〜 2 万 8,000 円 昭和 63 年建築　木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ　床面積 71.8㎡

板尾 板尾 498 番地 2 戸 9,300 円〜 1 万 8,300 円 昭和 60 年建築　木造平屋建て
3DK・浴室・トイレ　床面積 54.4㎡

押手 押手 274 番地 1 1 戸 1 万 6,300 円〜 3 万 2,000 円 平成 7 年建築　木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ　床面積 74.8㎡
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お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
会
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の

大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
費
／
10
万
円

●
申
し
込
み
／　
和
歌
山
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
７
３
‐
４
２
４
‐
５
８
１
３
）・
金
屋

庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

※
昨
年
度
参
加
者
以
外
は
複
数
回
応
募

で
き
ま
す
。

※
地
域
に
よ
っ
て
申
込
期
間
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。
日
程
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
実
施
地
域

・
広
域
地
域
／
①
旧
満
州　

②
旧
ソ
連　

③

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島　

④
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

⑤
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

⑥
北
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島　

⑦
マ
リ
ア
ナ
諸
島　

⑧
ト

ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島　

⑨
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
1
次
）　

⑩
ソ
ロ
モ
ン
諸
島　

⑪
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
タ
イ　

⑫
台
湾
・
バ
ジ
ー
海
峡　

⑬

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島　

⑭
フ
ィ

リ
ピ
ン（
2
次
）　

⑮
中
国

・
特
定
地
域
／
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

③
ミ
ャ
ン
マ
ー

問
日
本
遺
族
会（
東
京
都
千
代
田
区
九
段

南
１
‐
６
‐
17
）
☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐

５
５
２
１

和
歌
山
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

●
応
募
資
格
／
県
内
在
住
・
在
学
ま
た
は

県
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

●
課
題
／
自
由

※
小
学
４
年
生
以
下
の
児
童
の
応
募
に
つ
い

て
は
、
児
童
自
ら
が
観
察
ま
た
は
調
査

し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

●
作
品
の
規
格
／
72
．8
㎝
×
51
．５
㎝（
B

２
判
）

※
紙
質
、
色
彩
に
つ
い
て
は
自
由

●
締
切
日
／
９
月
３
日（
月
）
必
着

●
作
品
送
付
先
／
和
歌
山
県
統
計
協
会（
和

歌
山
県
調
査
統
計
課
内
）

問
和
歌
山
県
統
計
協
会
事
務
局

　
☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
３
８
５

案 

内

◆
◆
◆

不
良
空
き
家
の
除
却
に
か
か
る

補
助
金
制
度

住
宅
な
ど
の
空
き
家
で
、
倒
壊
な
ど
の

恐
れ
の
あ
る
危
険
な
建
物
を
解
体
す
る
所

有
者
な
ど
に
対
し
、
撤
去
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。

●
申
請
で
き
る
人
／
空
き
家
所
有
者
、
空

き
家
の
所
有
者
の
相
続
人
ま
た
は
空
き
家

の
所
有
者
の
同
意
を
得
て
い
る
場
合
の
土

地
所
有
者

●
補
助
対
象
建
築
物
／
町
か
ら
不
良
空
き

家
と
認
定
を
受
け
た
個
人
所
有
の
住
宅

（
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
を
住
居
と
し
て

使
用
し
て
い
た
も
の
）

●
補
助
対
象
工
事
／
次
の
全
て
を
満
た
す

も
の

・
認
定
不
良
空
き
家
お
よ
び
そ
の
敷
地
内

に
あ
る
工
作
物
の
す
べ
て
を
除
却
す
る

工
事
で
あ
る
こ
と
。

・
有
田
川
町
に
本
店
を
置
く
法
人
ま
た
は

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
の
あ
る

者
が
行
う
工
事
で
あ
る
こ
と
。

・
建
設
業
法
の
許
可
（
土
木
工
事
業
、
建

築
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
解

体
工
事
業
）
を
有
す
る
業
者
お
よ
び
、

解
体
工
事
業
登
録
者
が
請
け
負
う
も
の

で
あ
る
こ
と
。

※
そ
の
他
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
金
の
額
／
認
定
を
受
け
た
不
良
空

き
家
の
除
却
費
用
の
３
分
の
２
（
上
限

50
万
円
）

※
動
産
の
移
転
お
よ
び
処
分
費
用
を
除
く
。

●
募
集
予
定
戸
数
／
10
戸
（
先
着
順
）

●
申
請

・
申
請
方
法
／
町
か
ら
不
良
空
き
家
の
認

定
を
受
け
た
後
、
補
助
金
交
付
申
請
書
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
日
時
／
７
月
18
日（
水
）
～
12
月
21

日（
金
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う

問
吉
備
庁
舎
建
設
課

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

文
化
財
保
護
審
議
会

町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
を
調
査
し
、

保
護
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
る
文
化
財
保

護
審
議
会
の
委
員
と
し
て
次
の
皆
さ
ま
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
東
英
代

さ
ん
・
今
井
敏
郎
さ
ん
の
２
人
が
新
た
に

委
員
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
の
任
期
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
の
２
年
で
す
。

川
岸　

光
司（
徳
田
）

河
島　

一
昭（
植
野
）

林　

康
廣（
小
島
）

若
宮　

陽
子（
長
田
）

鍛
地　

秀
和（
西
ケ
峯
）

竹
本　

ゆ
り
子（
瀬
井
）

三
輪　

琢
造（
小
川
）

吉
松　

敏
隆（
吉
原
）

東　

英
代（
粟
生
）

今
井　

敏
郎（
粟
生
）

杉
澤　

純
次（
清
水
）

鶴
田　

倫
雄（
楠
本
）

松
本　

博
光（
杉
野
原
）

※
順
不
同
・
敬
称
略

問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

周
遊
定
額
タ
ク
シ
ー
事
業
開
始

観
光
客
の
増
加
や
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
、
交
通
不
便
地
域
で
の
交
通
手
段

確
保
の
手
段
と
し
て
、
有
田
川
町
周
遊
定

額
タ
ク
シ
ー
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
／
７
月
１
日（
日
）
～

●
利
用
料
金
／
時
間
・
乗
車
定
員
（
車
種
）

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※（
例
）小
型（
最
大
４
人
）タ
ク
シ
ー
を
２

時
間
利
用
し
た
場
合
は
５
，０
０
０
円
、

３
時
間
利
用
し
た
場
合
は
７
，５
０
０
円

※
２
時
間
以
降
、
利
用
時
間
１
時
間
ご
と

に
料
金
設
定
が
あ
り
ま
す
（
６
時
間
ま

で
）。
６
時
間
超
え
た
分
は
利
用
者
負

担
と
な
り
ま
す
。

※
他
の
割
引
制
度
と
の
併
用
不
可
。

●
乗
降
地
／
有
田
川
町
内
全
域

※
周
遊
で
き
る
ル
ー
ト
は
、有
田
川
町
内
・済

生
会
有
田
病
院
・有
田
市
立
病
院
で
す
。

●
利
用
方
法

利
用
を
希
望
す
る
３
日
前
ま
で
に
、
利

期　間 時　間 期　間 時　間
二川プール 13時～15時

清水プール 15時～16時

安諦小学校プール 13時～15時

町内小中学生 一般

7月23日（月）
～8月24日（金）

7月23日（月）
　～8月24日（金）　

13時～15時

●有田川町営プール・学校プール（清水行政局管内）

※粟生・沼・境川・下湯川・楠本のプールについては閉鎖しています
ので、お近くの町営プールをご利用ください。なお、これら５つの
プールは水質管理をしていないので、絶対に入らないでください。

※７月19日（木）までの平日と８月27日（月）～31（金）の期間は、
利用時間が13時～16時となります。
※小学生以下の児童が利用するときは、必ず一般成人である責
任者が同伴すること。中学生は１人での利用はしないこと。
※悪天候の場合、開放を中止することがあります。
※電話は、開放期間中のみの対応となります。

プール開放日時

●長谷川プール一般解放
・期間／７月１日（日）～８月31日（金）
・利用時間／12時～16時
☎３２‐２０７０

用
者
が
直
接
運
行
事
業
者
（
タ
ク
シ
ー
会

社
）
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
申
込
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
・

乗
降
場
所
・
時
間
・
大
ま
か
な
コ
ー
ス
・

車
種
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
運
行
事
業
者

・
末
広
タ
ク
シ
ー（
金
屋
23
‐
１
）

　

☎
３
２
‐
３
１
５
５

※
車
種
／
小
型
・
ジ
ャ
ン
ボ

・
有
鉄
観
光
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社（
徳
田

１
７
８
）　

☎
５
２
‐
３
０
３
４

※
車
種
／
小
型

問
吉
備
庁
舎
企
画
調
整
課

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）
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編集後記
今月号の表紙はあじさ

い。雨が多くなって、外
に出るのが面倒になりが
ちですが、たまに散歩し
てみると、道端に花が咲
いていたりして…。「あ
じさいなんてゆっくり見
る時間がなかった！」と
いう人が、この表紙で季
節を感じてくれると幸いです。

さて、６月 18 日（月）７時 58 分頃、大阪府北部を震源とした
地震が発生しました。その時点での最大震度は６弱、マグニチュー
ド６．１、震源の深さは約 10㎞。この地震で被害に遭われた方に、
心よりお見舞い申し上げます。

これまで何度か防災に関する特集を組んできました。そこで感
じていたのが、大抵の人が「何となく、自分の身には何も起こらな
いような気がする」という気持ちを持っていること。地震というの
は、突然、前触れもなくやってきます。「地震発生前に緊急地震速
報が知らせてくれるから」と考えていたとしても、緊急地震速報を
見聞きしてから実際に地震の揺れを感じるまでは数秒から数十秒
しかないのだそうです（地震のタイプによるそうですが…）。その
間に、行動を考えていては、間に合わないのではないでしょうか。

防災は、普段の心がけ一つだと思います。
何かあってから後悔するよりも、今できることを、今、してお

きませんか？

（本当は防災のページを今月号で作りたかった　西岡紗希）

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
な
ど
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

道
路
を
管
理
し
て
い
く
上
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
協
力
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。
生
け
垣
や
木
の
枝
が
道
路
に
張

り
出
す
と
、通
行
し
づ
ら
い
だ
け
で
な
く
、

道
路
標
識
が
見
え
に
く
く
な
る
な
ど
、
交

通
事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
台
風
・
大
雨
時
に
は
倒
木
や

樹
木
の
散
乱
な
ど
に
よ
り
、
道
路
利
用
者

に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
し
、
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
す
る

た
め
に
も
、
道
路
上
に
張
り
出
し
た
樹
木

な
ど
は
所
有
者
の
責
任
と
し
て
、
枝
の
せ

ん
て
い
や
伐
採
な
ど
、
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
建
設
課

労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
窓
口
を

設
置
（
和
歌
山
労
働
局
）

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
、
妊
娠
・
出

産
、
育
児
休
業
な
ど
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
防
止
措
置
を
講
じ
る

こ
と
が
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
・
介

護
休
業
法
）。

「
上
司
に
妊
娠
を
報
告
し
た
ら
『
他
の

人
を
雇
う
の
で
早
め
に
辞
め
て
も
ら
う
し

か
な
い
』
と
言
わ
れ
た
」
な
ど
、
上
司
や

同
僚
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
お

悩
み
の
場
合
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
和
歌
山

労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

セ
ク
ハ
ラ
や
妊
娠
・
出
産
、
育
児
、
介
護

を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
り
扱
い
な
ど
に
関

す
る
相
談
対
応
を
は
じ
め
、
働
く
女
性
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
和
歌
山
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室（
和

歌
山
市
黒
田
２
‐
３
‐
３　
和
歌
山
労

働
局
４
階
）
☎
０
７
３
‐
４
８
８
‐

１
１
７
０

第
68
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
み

ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
明

る
く
住
み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
す

る
運
動
で
す
。
７
月
は
法
務
省
の
主
催
で

全
国
的
に
取
り
組
む
強
化
月
間
で
す
。

問
有
田
川
町
保
護
司
会
事
務
局

献 

血

◆
◆
◆

７
月
の
献
血

●
７
月
８
日（
日
）

・
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ
有
田
川
店

　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
30
分　

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）
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7月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

月 火 水 木 金 土 日
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 海の日 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 8/1 2 3 4 5

毎週金曜日
　□消費生活相談
　　（第一金曜日：清水行政局、それ以外：金屋庁舎）
　　【商工観光課】

□第１期国民健康保険税納期限
　【税務課】
□第１期後期高齢者医療保険料普
　通徴収納期限　【住民課】
□第１期介護保険料普通徴収納期限
　【長寿支援課】

□集団検診　（きびドーム） 【健康推進課】
□献血

（スーパーセンターオークワ有田川店）
【健康推進課】

□食のプロフェッショナル×農山村×ひと
（古民家の宿やすけ）  【産業課】

□あべ先生の親子で楽
　しみたいおはなし会

（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】

□第 10 回かなや納涼
　おしゃるきまつり
（金屋大橋東詰特
設会場）

【商工観光課】

□集団検診
（城山西小学校体育館）
【健康推進課】

□人権講演会
（きびドーム）
【社会教育課】

□集団検診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□ブックラザ
（ちいさな駅美術館）
【町内各図書施設】

□２歳児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□１歳６カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□３歳６カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□さわやかサークル
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□いきいき脳の
　健康教室

（清水保健センター）
【地域包括支援センター】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□ブックラザ
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

□トリオフォンターナ
　コンサート

（きびドーム）
【ALEC】

□有田川 Library
　休館日

【町内各図書施設】

□４カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□集団検診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□ぴありんくる
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

□おひざでだっこの
　おはなし会
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

□水道・下水道料金
　お支払い期限

【水道課・下水道課】

□集団検診
（石垣公民館）
【健康推進課】

□おはなしマラソン
（金屋図書館・
ちいさな駅美術館）

【町内各図書施設】
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こ
の
内
、
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

は
平
安
時
代
後
期
の
作
で
、
緊

張
を
解
い
た
姿
や
な
だ
ら
か
で
美
し
い
衣
の
特
徴
か
ら
都
で

造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
荘
園
領
主
で
あ
っ

た
京
都
の
寂
じ
ゃ
く

楽ら
く

寺じ

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

は
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
同
様
の
特
徴
を
も

つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
脇
に
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

仏
像
本
体
の
み
な
ら
ず
台
座
も
平
安
時
代
の
も
の
が
残
さ
れ

て
い
る
な
ど
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ご
見
学

く
だ
さ
い
。

有
田
川
町
二
川
の
安
楽
寺
に
伝
わ
る
国
指
定
重
要
文
化
財
の
多

宝
小
塔
と
、
そ
れ
を
保
管
す
る
収
蔵
庫
の
修
理
改
修
事
業
が
完
了

し
、
去
る
４
月
15
日（
日
）に
落
慶
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
宝

小
塔
は
、
平
成
27
年
か
ら
約
2
年
間
の
修
理
を
終
え
、
収
蔵
庫
は

平
成
29
年
に
改
修
を
終
え
た
後
、
内
部
の
環
境
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
約
１
年
間
の
乾
燥
期
間
を
経
て
、
多
宝
小
塔
が
安
置
し
直
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
一
連
の
修
理
改
修
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
を

受
け
、
安
楽
寺
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
多
宝
小
塔

を
は
じ
め
と
し
た
文
化
財
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

安
楽
寺
多
宝
小
塔
は
、
高
さ
２
ｍ
９
㎝
の
小
さ
な
塔
で
す
。
多

宝
塔
と
は
、
写
真
の
よ
う
な
二
階
建
て
の
塔
で
、
通
常
は
屋
外
に

建
ち
、
高
さ
も
10
ｍ
以
上
あ
り
ま
す
が
、
安
楽
寺
多
宝
小
塔
は
こ

れ
を
忠
実
に
縮
小
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
を
支
え
る
複
雑

に
組
み
合
わ
さ
れ
た
部
品
や
、
屋
根
は
軒
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に

反
る
な
ど
優
美
な
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
安
楽
寺
多
宝
小
塔
が
造
ら

れ
た
の
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
６
５
０
年
前
の
南
北
朝
時
代
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
多
宝
小
塔
と
し
て
は
日
本
で
唯
一
、
単
独
の
建
造
物

と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
大
変
貴
重
な

文
化
遺
産
で
す
。

こ
の
他
、
収
蔵
庫
に
は
多
く
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
72

重
要
文
化
財

　

安あ
ん

楽ら
く

寺じ

多た

宝ほ
う

小し
ょ
う

塔と
う
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
す

安楽寺多宝小塔

●
公
開
日
時

　

7
月
15
日（
日
）・
11
月
18
日（
日
）

　

平
成
31
年
2
月
17
日（
日
）

　

い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時

●
公
開
場
所

　

安
楽
寺
多
宝
小
塔
収
蔵
庫（
有
田
川
町
二
川
４
２
３
）

重
要
文
化
財 

安
楽
寺
多
宝
小
塔
一
般
公
開

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告


